
と
も
に
市
政
を
考
え
る

市
長
と
市
民
の
意
見
交
換
会
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
秘
書
広
報
情
報
課
（
☎
82
・
３
９
１
２
／
IP
☎
88
・
９
０
８
３
）

　

市
で
は
開
か
れ
た
行
政
、
市

民
参
加
型
行
政
の
推
進
に
努
め

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
市
長

と
市
民
と
が
直
接
意
見
交
換
を

行
う
機
会
と
し
て
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
市
長
と
市
民
の
意
見

交
換
会
「
と
も
に
市
政
を
考
え

る
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

昨
年
度
は
旧
４
町
村
で
１
回

ず
つ
の
開
催
で
し
た
が
、
今
年

度
か
ら
は
前
回
い
た
だ
い
た
ご

意
見
を
参
考
に
、
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
や
複
数
の
自
治
会
合
同

で
行
う
な
ど
、
各
集
会
所
や
公

民
館
を
会
場
と
し
て
、
で
き
る

だ
け
地
域
に
密
着
し
た
形
で
進

め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

今
後
、
地
域
課
題
な
ど
を
中

心
に
、
未
来
に
向
け
た
夢
の
あ

る
意
見
交
換
が
で
き
る
よ
う
計

画
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

開
催
に
関
し
て
は
、
秘
書
広

報
情
報
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

これからの市政に対する

今回はより
身近な形で開催

地
域
公
共
交
通
の
利
用
を
促
進

 

奈
良
交
通

（株）
乗
車
券
を
配
布
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
企
画
課
（
☎
82
・
１
３
６
２
／
IP
☎
88
・
９
０
７
４
）

【
対
象
者
】

　

宇
陀
市
民
の
方
で
、
次
の
方
に
限
る
。

（
他
人
へ
の
譲
渡
不
可
）

・
平
成
31
年
1
月
1
日
の
時
点
で
年
齢
が

65
歳
以
上
の
方

・
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
、
学
生
（
大

学
、
短
期
大
学
、
専
門
学
校
を
含
む
）

の
方

・
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方

・
運
転
免
許
証
を
返
納
さ
れ
た
方

※
右
記
を
証
明
す
る
も
の
が
必
要

【
対
象
路
線
】
奈
良
交
通
の
市
内
路
線
バ
ス

・
桜
井
菟
田
野
線　

・
都
祁
榛
原
線　

・
榛
原
ネ
オ
ポ
リ
ス
線　

・
大
宇
陀
線

・
古
市
場
線　

・
榛
原
東
吉
野
線　

・
室
生
線　

・
奥
宇
陀
わ
く
わ
く
バ
ス

※
宇
陀
市
営
有
償
バ
ス
な
ど
（
榛
原
大
野

線
・
大
宇
陀
南
部
線
・
ら
く
ら
く
バ
ス
、
ほ
っ

と
バ
ス
錦
、
宇
陀
市
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
）
で
の
ご
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
申
し
込
み
】
8
月
1
日
（
木
）
～
30
日
（
金
）

の
期
間
内
の
業
務
時
間
中
に
問
へ
。

※
申
請
に
は
、
年
齢
確
認
お
よ
び
学
生
で
あ

る
こ
と
の
証
明
書
な
ど
が
必
要
で
す
。

　

市
で
は
、
市
内
地
域
公
共
交
通
の
利
用
を

促
進
し
、
路
線
バ
ス
の
継
続
維
持
を
図
る
た

め
、
対
象
の
方
に
乗
車
券
３
０
０
０
円
分
（
乗

車
券
２
０
０
円
×
15
枚
分
）
を
配
布
し
ま
す
。

　

乗
車
券
の
枚
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

広報 うだ　2019年8月号 8



市内企業・団体出展者募集！
内容 /企業・団体の PR や商品・飲食物の販売など
出展料 /無料（1 ブース 3.6 ｍ× 3.6 ｍ）
対象 /市内に本社または支社を有する企業、または

市内で活動している団体など

奈良あったかもんグルメ
宇陀予選　出展者募集！
内容 /宇陀市に関連した名称を付けたあったかいも

の全般（例／鍋料理、粕汁、ポトフなど）
出展料 /無料（1 ブース 3.6 ｍ× 3.6 ｍ）
対象 /市内に本社または支社を有する企業、または

市内で活動している団体など
出展条件 /

 ・準備から調理、呼び込みまでチームで行う
 ・賞は、特別審査員の審査および購入者の投票により

決定　（受賞者には賞品あり）
 ・提供料理は、１種類としできる限り地域の食材を

利用
 ・来年１月開催予定の「あったかもんグルメ」へは、

入賞者と調整の上、出展者を決定
 ・店舗で使用するガスなどの熱源、調理機材は出展

者で準備（電気は主催者で用意）

出展者募集！

うだ産フェスタ 2019
　　　　　　出展者募集！
11/30　～ 12/1土 日

場所　宇陀市総合体育館

農産物をはじめ、市内の特産品・名産品など、
市内のじまんの品を一堂に集めた、
市の一大イベント「うだ産フェスタ 2019」！
今年も盛大に開催！

宇陀市 うだ産フェスタ

9/13
 

締切

フリーマーケット出店者募集！

出店料 /２日間 2,000 円
　　　　（1 ブース 2.5 ｍ× 3 ｍ）
出店禁止品 /食品・飲料・生き物・コピー商品・

風俗関係・当てもの・市が不適切と認めたもの
募集数 /20（申込者１人につき２ブースまで）
申し込み / 問宇陀商工会 
　 （☎ 82・2211 ／ FAX82・6547）

 問産業企画課 （☎ 82・5874 ／ IP ☎ 88・9075）

締切

9/30
締切

特
　
　
集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

み
ん
な
で
子
育
て

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン
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■公開発表会を行いました！
　宇陀サテライト（旧伊那佐文化センター）にて、事
業発表会＆公開講座を行いました！
伊那佐地区をはじめ県内外から、約 50 人の方々にご
参加いただきました。

　奥大和で、食と農をテーマになりわい作りに挑戦し
ている起業志望メンバーが、３つのテーマ ( ジェラー
ト・はちみつ・馬 ) についてワークショップ形式で自
分の事業を直接発表しました。この機会を通し、様々
な人とのつながりが生まれ、助言や提案をいただくこ
とができました。双方にとっての距離が近い会になっ
たこと、本当に嬉しく思います。

ＮＣＬ奥大和通信
ネクスト コモンズ ラボ 問企画課

　（☎ 82・1362/IP ☎ 88・9074）
問ネクストコモンズラボ奥大和事務局

　（旧伊那佐文化センター内）

■オープンラボを開催中！
　毎月 1 回、メンバー全員が集まって、起業に向け
ての進捗共有や先輩方に話をきく勉強会を実施してい
ます。
　この度、室生下田口でお店をオープンされている先
輩起業家ガレット「Méli-Mélo」さんのお店で、シャボー
ルご夫妻に起業までの道のりや宇陀との出会いなどを
インタビューさせていただきました。
心地よい空間と、ご夫妻のお人柄で終始なごやかであ
りながら有意義な時間になりました。

Topics
➊

Topics
➊

Topics
➋

Topics
➋

◀松岡志帆さん

【プロジェクト】
やさしいパン

地域の方と一緒に野菜や
お米を育てながら、皆が
美味しく食べられるパン
を作ります

川原菜緒さん▶
【プロジェクト】
里山の暮らしをつなぐ宿

宇陀のものづくりや、伝
統を守っている方々を応
援できる宿を作ります

宇陀市仕事づくり推進隊新メンバーが就任！Topics
➌

Topics
➌

薬
草
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

　
　
　
　
　   

を
任
命

問
産
業
企
画
課

（
☎
82
・
５
８
７
４
／
IP
☎
88
・
９
０
７
５
）

　

市
で
は
、「
薬
草
を
活
用
し
た
ま

ち
づ
く
り
」
を
地
域
住
民
や
関
係

団
体
、
生
産
者
と
連
携
し
て
進
め

る
た
め
、
主
に
都
市
地
方
か
ら
宇

陀
市
に
移
住
す
る
こ
と
を
条
件
に
、

薬
草
を
活
用
し
た
地
域
お
こ
し
を

主
担
当
に
取
り
組
む
隊
員
を
募
集

し
て
き
ま
し
た
。

　

選
考
の
結
果
、
次
の
方
に
7
月

1
日
か
ら
勤
務
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
薬
草
の
ま
ち
づ
く
り

を
テ
ー
マ
に
市
内
で
の
起
業
に
向

け
て
、
様
々
な
活
動
に
従
事
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

「奈良で暮らしたい」という夢が叶っ
てとっても嬉しいです。

ご縁あっていただいたこの機会や環
境を生かし、宇陀市での生活を楽し
みながら、薬草の可能性を追求して
いきます。

皆さん、どうぞよろしくお願いしま
す。

小林弥生です

大阪から
来ました♪

都市部で宇陀市と

薬草のＰＲに取り

組んでいます♪
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禅
と
は
心
の
洗
濯　

　

蓮れ
ん
し
ょ
う
じ

昇
寺
住
職　
関 

正し
ょ
う
い
ん
胤
さ
ん
（
榛
原
池
上
）

室
町
時
代
か
ら
続
く
禅
寺
で
住

職
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
こ
の
お
寺
は
師
匠
で
あ
る
亡

父
か
ら
引
き
継
い
だ
も
の
で
、
私
も

子
ど
も
の
頃
か
ら
こ
こ
で
育
っ
て
き

た
の
で
、
誰
か
ら
強
い
ら
れ
た
わ
け

で
も
な
く
、
ご
く
自
然
な
流
れ
で
仏

門
に
入
り
ま
し
た
。

　

普
段
か
ら
お
寺
で
は
坐
禅
会
や
写

経
会
を
開
く
ほ
か
、
京
都
宇
治
に
あ

る
研
修
施
設
で
も
指
導
を
行
っ
て
お

り
、
禅
の
教
え
を
通
し
て
民
間
企
業

や
学
生
さ
ん
達
に
対
し
て
様
々
な
研

修
を
行
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

禅
と
い
え
ば
、
物
々
し
く
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
こ
れ
は
瞑
想
や
作
法

を
通
し
て
、
心
の
安
定
を
図
り
、
ま

た
自
分
自
身
の
内
面
を
見
つ
め
直

す
、
い
わ
ば
心
身
両
面
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
坐
禅
と
い
う
機
会
を
「
自

分
で
何
か
を
見
つ
け
る
場
」
と
し
て

捉
え
、自
身
を
俯ふ

か
ん瞰

で
見
る
こ
と
で
、

「
自
ら
考
え
、
自
ら
動
く
」
と
い
う

修
養
の
場
と
思
っ
て
い
た
だ
け
た
ら

幸
い
で
す
。
近
年
、
健
康
、
ウ
ェ
ル

ネ
ス
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
坐
禅

に
も
ま
た
心
の
健
康
を
考
え
る
う
え

で
意
味
が
あ
り
、
上
手
く
生
か
す
こ

と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

人
が
来
て
こ
そ
お
寺
は
輝
き
ま

す
。
古
来
よ
り
、
お
寺
は
い
ろ

ん
な
面
で
人
々
が
集
う
場
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
当
山
は
そ
う
で
あ
り

た
い
と
思
い
ま
す
し
、
ま
た
禅
寺
と

し
て
、
禅
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
社
会

と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
取
り
組
ん

で
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

毎
年
七
月
に
海
外
留
学
生
の
坐
禅

体
験
を
受
け
入
れ
、
異
文
化
交
流
の

お
手
伝
い
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
様
々
な
交
流
の
中
で
宇
陀
市

だ
け
で
な
く
、
禅
に
つ
い
て
も
関
心

を
深
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
私
自
身
が
学
ぶ
こ
と
も

多
く
あ
り
ま
す
し
、
こ
の
よ
う
な
縁

が
つ
な
が
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
。

　

今
は
、
自
分
自
身
が
で
き
る
こ
と

を
め
い
い
っ
ぱ
い
が
ん
ば
り
ま
す
。

▲毎週金曜日に坐禅会、毎月
１回写経会を行っています。
一度お越しください。

災
害
に
負
け
な
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
連
携

 
災
害
に
備
え
支
援
活
動
協
定
を
締
結

問
危
機
管
理
課
（
☎
82
・
１
３
０
４
／
IP
☎
88
・
９
０
７
０
）

　

7
月
10
日
、
市
は
独
立
行
政

法
人
水
資
源
機
構　

木
津
川
ダ

ム
総
合
管
理
所（
室
生
ダ
ム
）と
、

植
平
工
業
株
式
会
社
（
大
宇
陀

大
東
）
と
そ
れ
ぞ
れ
災
害
時
に

お
け
る
支
援
活
動
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。

　

木
津
川
ダ
ム
総
合
管
理
所
と

は
、
室
生
ダ
ム
管
理
所
が
所
有

し
て
い
る
ス
ピ
ー
カ
ー
や
サ
イ

レ
ン
な
ど
の
「
放
流
警
報
設
備
」

▲木津川ダム総合管理所とは「豪雨等災害情
報の提供に関する協定」（写真上段）を、
植平工業㈱とは「災害時における災害復旧
用オープンスペースに関する協定」「災害
時における緊急避難所としての使用に関す
る協定」（写真下段）をそれぞれ締結

に
活
用
い
た
だ
き
た
い
」、
ま

た
同
社　

植
平
社
長
か
ら
は

「
少
し
で
も
地
域
へ
貢
献
で
き

れ
ば
。
宇
陀
に
こ
の
会
社
が

あ
っ
て
良
か
っ
た
。
と
思
わ
れ

る
よ
う
企
業
活
動
を
進
め
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
高
見
市
長

か
ら
は
「
市
民
の
安
心
安
全
の

た
め
に
、
関
係
機
関
、
ま
た
民

間
の
方
々
と
積
極
的
に
連
携
し

て
い
き
た
い
。
こ
れ
か
ら
も
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
感

謝
を
伝
え
ま
し
た
。

を
活
用
し
た
市
の
災
害
情
報
の

伝
達
に
つ
い
て
、
続
い
て
植
平

工
業
と
は
、
災
害
時
に
同
社
の

工
場
を
避
難
所
ま
た
敷
地
の
空

き
ス
ペ
ー
ス
を
災
害
復
旧
の
拠

点
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
の
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

締
結
式
に
お
い
て
、
同
管
理

所　

佐
々
原
所
長
か
ら
は
「
住

民
の
安
全
を
守
る
た
め
に
は
情

報
発
信
は
重
要
。
ぜ
ひ
積
極
的

特
　
　
集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

み
ん
な
で
子
育
て

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン
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